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田
だ

のじゃがまいたは，旧日光街道の11番目の宿場である間々田地区に，江戸時代
から続く伝統行事です。かつては，旧暦の４月８日に行われていましたが，現在では毎
年５月５日のこどもの日に行われます。
　真竹を芯にして,わら縄と稲わらを幾重にも固く巻き付けた蛇体に，これも真竹で編
んだ蛇頭を巻き付け，ヒノキの枝の皮をむいた角を差し，アワビ貝の耳を付け，地元で
はコケラと呼ぶシダ草を巻き付けて仕上げた，長さ約15ｍにも及ぶ巨大な蛇体を担いで，
町内を練り歩きます。この行事は，江戸時代に，間々田地区に疫病が流行し，地域の龍

りゅう

昌
しょう

寺
じ

のお坊さんが，八大竜王の功徳をもって，疫病退散を訴えたことが始まりである
と伝えられています。また，旧暦の４月８日は，ちょうど田植えの時期でもあり，ほど
良い雨と風を併せて龍神に願ったものとも考えられます。
　現在では，間々田地区７町内が，それぞれに趣向を凝らした蛇体をつくり上げ，この
伝統行事の保存と伝承に取り組んでいます。間々田のじゃがまいたは，わが国の民間信
仰を考える上で大変貴重なものであることから，2019（平成31）年３月28日に国の無形
民俗文化財に指定されています。
� （写真：間々田のじゃがまいた保存会　文：同保存会事務局長　野口　靜男）
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